
【資料４－１】Ｒ７年度以降のＭＮＵ事業の進め方について
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○ MNU事業については，R4年度から３年度間（会議発足から２年度間）にわたり展開
○ ６月に後期計画を策定した本市交通政策のマスタープラン「第2次宇都宮都市交通戦略」において，
「子育て」「福祉」「環境」など他分野にまたがる移動課題の解決に向けた施策展開の重要性が示唆

○ ライトラインの西側延伸に向けた機運・意識醸成がスタート（西側開業は２０３０年代前半の想定）
これらの状況の変化も踏まえた形で，R7年度以降のMNU事業の進め方を検討していく必要

背景・概要

MNUロードマップ（R5.6策定） 「第2次宇都宮都市交通戦略」における事業の位置付け



中高生相当世代へのtotra配布

パンフレット「乗ろうよ！」全戸配布

公共交通の
「利便性向上」
（利用環境の向上）

公共交通の
「利用促進」
（MNU）

R４年度 R5年度 R6年度

バスー地域内交通間の乗継割引制度（２００円） ライトラインーバスー地域内交通間の乗継割引制度（１００～２００円）

R５．８ ライトライン開業
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広報ＰＲ戦略のアップデート（SNS・HPを活用した情報発信・アーカイブ＋ ニューズレター発行）

パンフレット続編「もっと乗ろうよ！」，動画作成

公共交通ＰＲブース出展（開業記念式典等）

ライトライン・再編バス路線沿線MM（清原）

新中学１年生へのtotra配布事業（全校），出前講座（希望校）

経路検索システム「乗ろうよ！ナビ」開設

有識者会議の稼働【ターゲット】

小児用totra配布事業（各家庭へ引換券を送付）

バスの上限運賃制度（日中のバス１乗車の上限４００円）

高齢者外出支援事業（10,000円分の福祉ポイント） 所管：高齢福祉課

精神障がい者交通費助成事業（最大12,000円分の福祉ポイント） 所管：障がい福祉課

エコ通勤普及促進事業（国・エコ通勤優良事業所認証の取得支援，ラッピングバスの運行等）

高
齢
者

障
が
い
者

市
内

事
業
所

～R6.3の実施状況
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これまでのMNUでは，公共交通利用促進パンフレット「乗ろうよ！」を元に

「乗ろうよ！」のキーワードやデザインをブランディングイメージとして活用するほか，

totraデザインを参考に青色を用いるなどして，統一感のあるイメージ戦略に

寄与できた。

▼パンフレット第二弾「もっと乗ろうよ！」

▼経路検索システム「乗ろうよ！ナビ」

「乗ろうよ！」ブランディング
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目下の事業目標である「MNU2.0」の達成に向けた，令和６年度までの事業効果及び課題を整理する。

評価点 今後に向けての課題

令和５年度の有識者会議においてMNUロード
マップを策定し，全体像を整理した。

策定したロードマップは，MNU4.0以上を見越し
たマクロな視点のマップのため，詳細に現在地を
再確認し，今後何が必要となるのかの認識につ
いて，再整理が必要となる。

MNUにおいては，事業開始後の３年間で滞りな
く施策を実施し，プロモーション事業のアンケート
結果等にも一定の効果が発現している。

駅東側においては，ライトライン開業とバス路線の
再編がなされたところであるが，西側への延伸・開
業までは一定の期間があるため，公共交通の環
境を取り巻くフェーズの変化に対応した形で，今
後のMNUのあり方を見直す必要がある。

運賃負担の軽減やtotra配布事業等を通じ，
公共交通の利便性や利用環境の向上に向けた
制度面や支援策の整備を着実に進めてきた。

より一層の利用者利便性や利用環境の向上に
向けては，MaaSの基盤整備など，デジタル化の
観点を踏まえた施策展開の必要がある。

一定の効果は出ているものの，さらなる公共交通利用促進のため，
上記課題を踏まえた形で今後の事業計画を検討していく。

評価・検討課題の整理
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現在地

現在地

✔ 学校MMや企業MMなど，多様な利用
者への継続的なMMを実施している

✔ ライトライン開業やバス路線再編に合わ
せて沿線MMを実施している

・ 各ライフステージに対応した切れ目ないMMには及んでいない
＆施策の薄い層に対してMMを実施する必要がある

・ MNUの認知がイベント参加者の約半数
→ さらなるPRとブランディングが必要

MNU0.0 MNU1.0 MNU2.0 MNU3.0

【MMの実施】
・ 多様な利用者への継続的なMMの実施
・ 交通環境整備に併せたMMの実施

【MMの統合／ブランディング戦略】
・ 多様なMMの戦略的な統合化の実現
・ MNUのブランディングに向けた戦略展開

【施策なし】 【デジタル分野との連携／
公共交通サービスの
「くらし」分野での具体化】

LRTや路線バス・地域内交通等の
公共交通を選択的に利活用する
機運が相当程度醸成された状態

MNUにおける現在地と達成度の整理
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現在地

現在地

MNU2.0への到達までに「何を」「いつまで」にしなければならないか， 「どこへ向かえばいいのか」を整理する。

ハード面整備の効果を十分に発現させるためにも，整備完了の前段階
からMMを手厚く実施し，市民の意識変容を促す必要がある
⇒ 交通モードのハード面整備（ライトライン延伸）とともに

MM面でも2.0に到達するため，MMに特に注力
⇒ MNU2.0時のMaas3.0達成を見据えた，デジタルでの結合強化

2030年代前半の西側延伸までにMNU2.0達成

ライトライン整備

「MNU２．０」達成に向けた目標の設定

MNU0.0 MNU1.0 MNU2.0 MNU3.0

【MMの実施】
・ 多様な利用者への継続的なMMの実施
・ 交通環境整備に併せたMMの実施

【MMの統合／ブランディング戦略】
・ 多様なMMの戦略的な統合化の実現
・ MNUのブランディングに向けた戦略展開

～MMのレベル感～
（公共交通利用に
向けた働きかけ）

【デジタル分野との連携／
公共交通サービスの
「くらし」分野での具体化】

【MaaS 1.0（基盤整備）】
・ 情報の結合
⇒ 乗ろうよ！ナビ
⇒ 関東自動車バスロケーションシステム

～MaaSのレベル感～
（公共交通利用
環境のデジタル化）

【MaaS 2.0】
・ 予約，決済の結合
⇒ totraのデジタル化

【MaaS 4.0】
・ 政策の統合
⇒ モビリティサービスの統合

【MaaS 3.0】
・ サービス提供の統合
⇒ 福祉ポイント等の付与を

デジタル空間で一元化
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MOVE NEXT UTSUNOMIYA=「宇都宮版MM」と呼称し，

2030年代前半のライトライン西側延伸（ハード面整備の一定のゴール）のタイミングにMNU2.0を確実に実現するための施策

フェーズの変化

MOVE NEXT UTSUNOMIYA（公共交通利用促進「運動」）
ライトライン開業やバス路線再編を節目とした“機運醸成”を軸に施策設計，実施

令和６年度まで

利便性向上策 利用促進策

・ ライトライン・再編バス路線沿線MM
・ 小中学生・高校生へのtotra配布
・ 通学定期券補助制度

（ソフト面の充実）

・ 運賃負担軽減策
上限運賃制度，乗継割引制度

・ 公共交通利用環境整備，補助金
（ハード面の充実）

情報PR
（プロモーション）

・ 公共交通利用促進プロモーション事業
・ ニューズレター
・ プッシュ型の情報伝達

（ハード面，ソフト面の情報発信）

令和７年度から

全体像の整理

利便性向上策 利用促進策

・ 多様な分野における移動課題の
解決を目標にしたMM

・ 市民ニーズや各事業の走り出しに
連動した時期を捉えた働きかけ

・ Maasの基盤整備に向けた
デジタル技術の活用

・ 利用者目線に立った
各種サービスのシームレス化

情報PR

・ 乗車体験，利用経験の創出に
特化した体験型MMの展開

・ 市民目線で「望む人が確実に情報に
たどり着ける」形式の情報発信

・ 公共交通の環境を取り巻くフェーズの変化
・ 西側延伸，開業まで一定の期間がある
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情報PR策

・ ライトライン・
再編バス路線
沿線MM

・ ソフト施策の展開に
併せたMM

待合環境の
向上施策

公共交通
ネットワークの

構築

運賃負担
軽減策／
通学定期券
補助制度

totra
配布事業

学校MM，
障がい者MM

乗ろうよ！
フェア

外出支援
事業

他分野における
補助・支援制度・子育てタクシー導入支援

・送迎保育
・ファミサポ
・校外活動等へのL活用

・小学生，中学生への配布
・totraの使い方出前講座

・上限運賃制度，乗継割引制度
・N日フリー乗車券（≒どこどこ500円）

・高齢者外出支援事業
・精神障がい者交通費助成事業

・ライトライン（西側）
・バス（西側再編）
・地域内交通（市街地）

R６年度までは「ライトライン開業」と

その前後に係る全市的なトピックが

あったため，ブース出展を中心とした

イベント業務の企画・実施がメイン

旧プロモーション事業

・駅東側（～R7）
・駅西側

利便性向上策

利用促進策

産業・
環境

都市空間・
交通

子育て・
教育・学習

健康・福祉・
医療

安心・協働・
共生

魅力・交流・
文化・乗り方教室

・出前講座

エコ通勤の
普及促進

・国「エコ通勤優良事業者認証」取得支援
・（企業名ラッピングバスの運行）

R７年度以降，関係イベントなどが一段落

する状況を踏まえ，規模を縮小・見直し

⇒従来の「集客」「来街者」を主目的とする

イベントではなく，「利用体験」「利用経験」

を実利用に繋げるための事業として実施

施策ラインナップ（イメージ）

totraの
汎用性拡大
（デジタル化）

・新HP   ・SNS

公共交通
利用促進

「宇都宮都市交通戦略」に掲げる各政策分野における移動課題の解決を意識した，
ターゲット型のMM事業に重点化を図り，実施していく。
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参考「第２次宇都宮都市交通戦略 後期計画」における評価指標一覧

公共交通夜間人口カバー率 92.5%

自転車走行空間の整備延長

都心部と各拠点間の公共交通による移動時間

公共交通の年間利用者数

多様な
都市活動・
市民生活を
支える交通
ネットワークの

実現

交通に対する市民満足度（公共交通ネットワーク）

交通ICカードによる運賃支払いの割合

100%

取組みテーマ 数値指標（黒枠：産出指標／青枠：成果指標） 現況値 目標値(R10)

73.1km
108.9km

(R10)

平均40分 平均40分
現況値を維持

宇都宮市内移動にあたっての運賃負担額
街なかまで片道
最大500円以下

どこから乗っても
どこまで行っても
実質片道最大
500円以下

87.0% 90%以上

2,788万人(R4) 3,400万人

36.4% 38.4%

交通に対する市民満足度（道路ネットワーク） 34.4% 52.4%

交通に対する市民満足度（自転車のまち） 30.7% 39.9%

幹線道路の整備率 81.2%
83.8%
(R９)

次世代を担う
子どもや

子育て世代に
寄り添った
移動環境の
実現

ファミリーサポートセンター延べ利用人数 14,706件
(R4)

18,206件
（R6)

【指標の凡例】
算出指標 成果指標

※新たに設定した指標は黄色網掛け

交通安全教室受講者数
みんなの

協力のもとで
安心して

外出ができる
移動環境の
実現

まちづくり活動に参加している市民の割合

取組みテーマ 現況値 目標値

人にやさしいバスの導入台数市民一人一人
の健康づくり・
社会参加を
支える

移動環境の
実現 健康寿命の延伸

67.1% 77.6%

男性80.01歳
女性84.15歳

平均寿命の増加分
を上回る

63,512人

(R4)
65,000人

(R9)

23.8%
(R4)

35%
(R9)

数値指標（黒枠：産出指標／青枠：成果指標）

ほぼ毎日外出している高齢者の割合 31.7%
(R4)

37.4%
(R9)

交通事故発生件数
1,238件

（R4）
930件以下

（R9）

地域資源や
文化をつなぎ，
多様な人々の
交流を
促進する
移動環境の
実現

観光入込客数

環境に
やさしく，
働きやすい
社会を支える
移動環境の
実現

電気バス・タクシーの導入台数

エコ通勤優良事業所認証数

1,271万人 1,500万人(R9)

８台 182台

64社 100社

MNUの達成指標（KPI）として，

定量的な数値を提示していけるか？
課題感
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